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I

言語記号(すなわち語)の音声的側面が概念の側面となんらかの形で暗合す

るか関連する-このようなことが少なくとも客観的に明らかな現象はやや専

門的に「音象徴」(soundsymbolism)という名のもとに扱われている。たと

えば英CuCkooに平行するものとして,独kuckuck,仏coucou,ルーマニア

cucu,アイルランドcuach,ウェールズcog,ロシアkuku紘a,フィンkaki,

バンガリアkakuk,あるいはギリシアk6kkux,ラテンCuCtllusなどは一般に

擬音語(echowordまたはOndmatopoeia)としてよくあげられる一連の語詞

である。いうまでもなく,ここに見られる形態音韻的類似性はそれぞれの言語

集団に独自な記号選択の結果である。この種のものが,いかなる人間言語に普

遍的なものであるにせよ,きわめて微々たる数をもってみずからの存在を主張

するにすぎないことは事実である。にもかかわらず,それは記号としての特異

性ゆえに,古来人々'の注意をひき,ともすれば誇大視されがちであったことも

また事実である。語とそれによって「指示されるもの」(referent)との関係が

「自然のままに」(担げcJ),すなわち必然的な因果によって出来たものである

か,それとも単に「慣習のままに」(β由5′),つまり悉意的に生じたものか-

要するに言語の起源にかかわる,こうした議論を古代ギリシアの哲学者たちの
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間に誘発させた大きな原因もまた実はそれにはかならなかった。しかも,それ

以降に出現した種々の言語起源説で擬音語の存在′を前提としていないものはど

れ一つとしてない。しかるに,言語起源全体の問題が臆測の域を出ぬ,もはや

無用の論としてほぼタブー化され,他方では言語の本質に関する現代の認識が

按音語なるものを他となんら異なるところのない,悪意的な記号にすぎぬとき

めつけてしまっている以上,特に現時の共時的な言語研究では,その存在は概

してかえり見られていないといっても過言ではない。

さて,今世紀はじめ言語研究のあり方に大きな指針をあたえたとされるソシ

ュール(F.deSaussure)の『一般言語学講義』(初版1916年)では当の擬音語に

ついて次のような言葉が見うけられる。「能記〔すなわち語の音声面-筆者註〕

の選択がかならずLも慈意的でないというために,人は擬音語をよりどころに

することができよう。しかしこれは決して言語体系の組織的な要素ではない。

さらにその数は考えられている以上にずっと小さいのである。・=…1純然たる擬

音語(たとえばglou-glou,tic-taCなどの種類)についていうならば,これら

は少数であるのみならず,その選択はすでにある程度悪意的である。というの

はそれらはある物音の近似的な模倣であり,すでに半ば慣習的なものにしかす

ぎぬからである。……さらにそれらが一旦言語の中に導入されると,いずれは

他の語もこうむる音韻,形態その他の変化の中に引き込まれてしまう。」("On

POurraits'appuyersurlesonomatqt,eespourdirequelechoixdusigni丘ant

n'estpastoujoursarbitraire.Maise11esnesontjamaisdes616mentsorgan・

iquesd,unsystとmelinguistique.Leurnombreestd'ai11eursbienmoins

grandqu,onnelecroit….Quantauxonomatopiesauthentiques(cellesdu

typeglou-glou,tic-taC,etc.),nOnSeulementellessontpeunombreuses,

maisleurchoixestd6jAenquelquemesurearbitraire,Puisqu'ellesnesont

quel,imitationapproximativeetd6jaademiconventionelledecertains

bruits….Enoutre,unefoisintroduitesdanslalangue,ellessontplusou
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moinsentra宝n6esdansl,6volutionphon6tique,mOrPhologique,etc・queSub-

issentlesautresmots.")〔Coursdelinguistiquegenrale第4版(Paris

1949),pp.101-102〕

今ここに引いたソシュ.-ルの言葉が額面どおりに解されて,擬音語の考察が

ますます等閑に附されたとしたならば,まことに遺憾である。私の見るところ

では,特に末尾の一文は新たな研究課題を提起する点できわめて示唆的であ

る。すなわち擬音語が音韻変化をうけて,その発生の動機たる擬音性を失なう

に至る経緯,そしてこれと同時に意味の改変も時として要求されるような過程

がそれである。のみならず(残念ながらソシュール自身が遂に論及することの

なかった)その道の過程もまた考察の価値があると思われる。すなわち,言語

体系内にはかならずLも顕在的ではないけれども,常に言語意識の下にかくれ

て,その発現の機を待っている表現性(expressiviti)の力がある。この力によ

って擬音的な動機づけのなかったか,もしくは稀薄な記号がその概念に対応で

きるように,擬音的性質を帯び,あるいは補強をほどこされるといった過程の

ことである。

こうした課題が正当に扱われるのは,いうまでもなく,歴史的観点に立脚し

た形腰音韻論ならびに意味論の分野においてである。19世紀のはじめからほぼ

一世紀の歳月をついやして確立され,なおも細部の彫球にたゆみなき印欧語比

較文法の成果と方法にもとづいてこそ,歪曲されない論議の展開と新しい事実

の発見が期待できるであろう。こうした視野のもとに,次の小論でもっぱら考

究の対象としたのは音象徴が命名の上で最も強い動機としてみとめられる鳥の

名称である。

Ⅱ

古来,人間生活の中でなんらかの具合に登場してきた動物の中でも,鳥類は

その鳴き声にもとづいて命名されることが最も多かったようである。様々の種
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煩に特徴的な鳴き声が何よりもまず人間の意識にのぼるからである。鳥の鳴き

声が発話の状態における人間言語と類似する大きな点はその分節的な(articu-

late)性質にあるだろう。このことは,どれほど大ざっばであっても,言語音

による鳴き声の模写をかなり都合よくさせていると考えられる。この場合,い

うまでもなく現実の音響を忠実に模写する必要はない,また人間の言語音の本

質からしてそれはほとんど不可能でもある。ただ実際の音の特徴的な諸点に対

して,聴覚印象上似ていると感じられる,あるいはそのような暗示をあたえる

音声を連ねて記号化するだけで十分なのである。上掲の「カッコウ」を意味す

るほとんどすべての語には二箇連続した無声(稀に有声)軟口蓋閉鎖音が用い

られているが,この音素をその鳥の実原の鳴き声に我々が聴きとっているかど

うかほ全く疑問である。諸言語問のいちじるしい音韻的類似性が物語るよう

に,この鳥の場合は鳴き声が名称になりやすい,むしろ特別の事例であって,

実はそうでないものの方が多いと見なくてはならない。

a)もっともありふれた鳥の一種,「カラス」(烏)を意味する英語の語詞は

通常crowのほかrookおよびravenがある。第一のものは総称的に,第二

のものは「ミヤマガラス」("blackhoarse-VOicedbirdofcrowtribenesting

incolonies"-COD),そして最後のものは「オオガラス,ワタリガラス」

("largeglossyblue-black-plumagedhoarse-VOicedbirdofcrowkindfeeding

chieflyon鮎sh,Oftenkepttame,andpopularlyheldofevilomen"-ibid.)

の意で用いられる。この三語のうち擬音的性質をもっともよく保持しているの

はCrOWであるが,他の二つとは一応起源を異にする語である(後述)。

まずrookについてその源をたどってみると,古期英語の形はhr6C〔xr〇:k〕

である。これはそのまま古期高地ドイツ語hruo(C)h(>現代高地方言ruch「シ

ロバシガラス」),古期北欧語hrdkrなどに対応する(なお,これらと同系の

語に古英hrえCa,hr盃Oea「咳はらい」,古北欧harka「呼ぶ」などがある)。こ

の諸形から措定される共通ゲルマン語形は*xr6kazである。ここで明らかなの
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は,なかんずく語頭の無声軟口蓋摩擦音/Z/と震動性の強い/r/(より正確に

は/R/)との結合がその鳥の鳴き声を巧みに暗示しているということである。

これは誰しも感じることにちがいない。なお,フランス語丘eux「ミヤマガラ

ス」は上掲の共通ゲルマン語形にもとずく古代フランク族の方言*hr6kを経

てもたらされたもので,語頭の音素/f/がゲルマン語のそれ,/x/の模写であ

り,その後も維持されてきたのは興味ぶかい。しかし近代のゲルマン話語では

/x/は弱まって,遂に消失した。

ところで,この共通ゲルマン語形*xr6kazの語幹部(-a・は語幹母音,・Zは

変化語尾)*xr6k-の末尾音(Auslaut)/・k・!の正体は何であろうか。これは疑

いもなく語頭音素/x/とは同器官的な重複(reduplication)または拡張(Er-

Weiterung)の要素であって,印欧語のきわめて古い段階では強調の一手段と

して,種々の重要な役割を果たした。こうして我々はさらにこの形から音韻対

応の法則に注意を払いつつ,一段と古い印欧語の形*kr6g-を再構することが

できる。これを現実に反映しているのが,たとえば,ギリシアkrdz6「カラス

のように鳴く」である。またリトアニア語からは「カラス」にあらずして,

「ツノてメ」を意味するkreg芸d岩,あるいはkrogih「喉を鳴らす」などを挙げる

ことができよう。かくてルートの*kr6g・は*kr6一にもとづいていることがわ

かるが,この場合長母音-6・はその性質からすれば少なくとも表現的な性格を

有する,二次的な語根形成要素(formans)である。とすれば,それを除いた

部分の*kr-ほ印欧語本来の語根タイプCVC(子音+母音+子音)の観点か
アブヲウト

らすると,母音交替(AbIaut)のゼロ階梯(zer0-grade,NuHstufe)として現

われていることがわかる。なお正常階梯(normalgrade,Normalstufe)の形は

*ker-である。

次に「オオガラス,ワクリガラス」を意味するravemの古期英語の形は

hraefnであって,対応形は古高独(h)raban(>現独rabe),古北欧hrafn(ス
イェスベルイ

ウェーデンのJ云rsberg石碑文ではHarabanaR)などである。これから再構暮
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れる共通ゲルマン語形は*zraもnazである(ただし/も/は摩擦性の/b/で/v/

に酷似。対応上は本来/f/となるべきところ鼻音の前で有声化した)。これは

共通印欧語の段階で唇音の拡張要素サが母音・0-を介して語根*kr・に添加

された形(*krop-)をその前半に反映している(ラテン語のCreP6「音がする,

ひびく」はこの段階をあらわす)。そしてこの場合接続されたのは-nO・語幹で

あった。このようにして*krop一m0->共通ゲルマン*Zraもnaz。なお語頭に強調

の(intensive)歯擦音/S/が添加された状態であらわれるのが古英scrzeb,古

北欧skarh・「ウミウ」(海鵜)である。
オ・一

印欧語アプラウトの正常(e)階梯または0階梯にそれぞれもとづく語根

*ker-または*kor-が諸言語にもたらした烏の名称は上掲のもの以外にも少な

くない。たとえば前者からはギリシアkるrkhne「タカ(の一種)」,古プロシア

herko「アビ」(水鳥の一種)など,また後者からはサンスクリトkarata「カラ

ス」,ギリシアkdrax(同),korるne「ウミウ」,ラテンCOrVuS「カラス」な

どのように。

h)「アオサギ」(育鷺)を意味する現代英語heroれは,もしその鳴き声か

ら命名されたとしたら,擬音的性質を暗示させるものをもはや有していない。

というのも,これは後述するように,れっきとしたゲルマン語起源の擬音語な

がら,ロマン語的な改変をこうむって,中世にフランス語から借用されたから

である。中期英語の形はhe(i)roun,herneなどで,(12世紀)古期フランス語

のhairon(>現仏h6ron)がその源である。他のロマン話語について見ると,

プロヴァンス方言aigron,スペイソair6n,イタリアaghironeなどで,これ

らは俗ラテン語形*hえgir6n-emを通ってラテンh豆girusにさかのぼる。しか

しこれは実は古高独heigaro(>中高独heiger)からの借用である(ちなみに

フィン語にもhaikaraの形で借入されている)。さて,他方では古期英語には

やはり「アオサギ」を意味するhr云graという語があった。その形態からすれ

ば,これは上掲の古高独heigaroと比較して,より古い段階を示していること



CommentariiEtymologici(I) 7

がわかる。事実,これにもとづいて再構される共通ゲルマン語形は*xraigron・

である(古英の長母音豆は共通ゲルマン語の二重母音aiからの発達)。とすれ

ば,古高独heigaroが実は祖形*xraigron・において二箇連続した/r/音素の

うち一方が消失するという,いわゆる重音脱落(haplology)の結果-すなわ

ち*aigron--であることが判明するのである。さらにゲルマン語形から共

通印欧語形を再構するならば*xkreik-r0-となる(語根延長母音/i!と重複音

素/k/とが加わった上にイ0・語幹がついて拡張されたもの)。ここにおいて我

我は既に述べたrook,raVenでかつて用いられた語根と同一の*kr・が構成要

素として存在することがわかる。いうまでもなく擬音的要素である。

さて上掲の古高独の形が本来の姿から転靴した異形(variant)であったのに

反し,正統的な形は語頭の/x/をもはや有しなかったとはいえ,reigaroであ

った(これから中高独reiger,中低独reger,中期オランダreigherなどへ)。

しかし中期ドイツ語の時代には語中音の/g/は口蓋化して,半母音/j/に変っ

た(この現象はひとりドイツ語のみならず,古期英語でもよく見られるもの)。

かくて現独reiher〔rAiar〕はその結果である。

すでにしるした古英hr云graは中期英語の時代にフランス語からの借用語に

とって代られたが,その異形としてhigora,higera「ミヤマカケス」が記録に

見える。これと対応するのは古高独h芭hara(>中高独h芭her>現独h且her)で

あって,これから措定される西ゲルマン語共通形の*xiguron・は「アオサギ」

の*x(r)aigron・とアプラウトの相違(すなわち印欧語根*krikr・:*kreikr-)

を介して密接な関係にあることが知れるのである。育英の両形は中世に廃語と

なった。なおこれらの形と類を同じくし,語根の構成法をよくったえるものに

リトアニアkriksとti「キーキー音をたてる」,古スラグkriki「叫び声」,ウェ

ールズcregyr「アオサギ」などがある。反復音素が/g/となり,さらに表現

的な/S/が語頭について由来したのが古英scric「ツグミ」(>現英shrike)で

ある。しかし16世紀以来その意味は「モズ」(百舌鳥)である。同系語scream,
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SCreeChのように語頭の子音結合群(consonantcluster)が/skr・/の音を保持

せず,/Jr-/となった大きな原因はやはり同系語shriek「するどい声を発する」

からの形態的,意味的な影響であろうと考えられる。ただしこの両タイプの子

音結合のいずれが表現性に富んでいると人々に感じられるかは時代によって異

なるであろう。

c)すでに掲げた「カラス」を意味する現代英語の三語は,どれも擬音語起

源ながら,CrOWの構成だけは明らかに他と異なっている。古期英語の形は

cr云weで,L古高独kr云(W)a,Chr云wa(>現独krahe),古サクソソkr豆iaなど

と対応する。そして再構される西ゲルマン共通語形は*krえーである。この場

合,母音は本来の6が期待されず,豆が措定されるのは,この鳥の鳴き声をあ

らわすのに,開口度の大きい後舌母音(backvowel)である後者の方がより適

していると感じられたからであろう。より高い表現性への意識が正常な音韻

変化とはしばしば逆行する一つの事例である。とはいうものの,現英crow

〔krou〕は古英〔krA:Wa〕とくらべると,擬音的性質の点ではずっと低下して

いるのは明らかである。この場合,英語史上周知の大母音推移(GreatVowel

Shift)の一環(古英/a:/>中英/0:/>現英/ou/)が例外なく作用したからで

ある。

さて,最終的に*krえーから措定される印欧語根は*gr五一である。前項でも見

たような重複音!g/が加えられて短r云g-と拡張される場合もある。古北欧

krAka,krAkr「カラス」,古英cracian「鳴りひびく」(>現英crack),古英

crakettan「(カラスのように)鳴く」などはその構成法を反映している。「ク

イナ」を意味する現英Crakeは中期の方言で「カラス」の意味であったが,上

渇の古北欧krAka,krAkrを借用した可能性が高いと思われる。音韻変化のパ

ターンがそのことを示しているからである。なお,現英creakとcroakもま

たそれとは同起源の擬音語で,母音の音質の差がその意味に呼応してあらわれ

ているのは音徴象の見地からして興味ぶかい(前者では前舌母音/i:!が小さく
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て高い音を,後者では後舌・円唇母音がカラスやカエルなどのよくひびく鳴き

声を暗示しているからである)。また/k/をともなって*grak・と拡張された形

をそのまま反映するのがラテン語gr豆Culus「ヵラスの一種」であって,現英

grackle「ムクドリ(の類)」はそれを借用したものである。

今までふれる機会のなかった日本語の「カラス」の語源について,ここで少

し考えてみたい。まずこの語はkara-Suと分析されうる。というのは他の幾つ

かの鳥名に見られるのと同じ接辞「ス」(-Su)を有するからである。すなわち,

ウグイス,ホトトギス,キギスおよびカケスにおける共通の要素である。この

・Suに対して朝鮮語で鳥を意味するSaiをひきあわせる学者もいる。古代日本

語におけるそれとの対応形が-Suであったのか,それとも実在したのかどうか

は記録されていないので,まったくわからない。もし実在したとしたら,独立

形態素として記録にとどめられる以前に,すでに合成語の一部分となると同時

に意味自体も不明になっていたのであろう。通俗的な語源意識ではそれは「巣」

と解されている可能性が大きい。さて,その前半のkara一については,この鳥

の特徴的な色彩,「黒」(kuro)または「暗」(kura)の転靴が一般に考えられ

ているけれども,そのいずれか一方よりkara-への音韻変化は説明がつき難

い。私の見るところでは,kara一の部分は色彩名ではなくて,むしろ鳴き声を

あらわす擬音語ではないだろうか。またその可能性はさきほど見たゲルマン語

の*kra-とこのkara-との音韻的酷似によってのみならず,また言語の差異を

こえて汎時的(panchronic)に感得されうる音の象徴性によっても裏づけられ

ると思う。

「ツル」(鶴)は「カラス」とはおよそ無縁の鳥であろう,というのが世の人々

の通念かもしれないが,少なくとも言語の世界では両者はきわめて深い関係に

あることがわかる。すなわち,ここでも語根*gra-が造語の基礎となっている
フオルマソス

のである。ただし,主として二次的な形成素-en-のついたものが諸言語にこ

の鳥の名称をもたらしている。古英cran(>現英Crane),古サクソソkrano,
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中高独kraneなどのように。-en・の代りに長母音-t1-の加わったもの(短rtl-)

から出たのがラテンgr加,ロシア芸uravl'(<*z'ravl')である。他方,古期英語

にはCranとは別にCranOCと音位転換の(metathetic)形cornucとがあり,

これらに対応するのが古高独chranih,Chranuh(>現独kranich)であった。

語構成のモデルは*granug・で,前記のものがさらに,u・と-g一によって拡張

された形。今まで掲げた形はすべてアプラウトのゼロ階梯によって(すなわち

*gr・として)あらわれ,二種の子音の結合が鳥のするどい鳴き声をよく模写し

ているが,本来の正常階梯の語根*ger-を基底とした語も勿論存在する。ギリ

シアg6ranos「ツル」,リトアニアger岩e「ツルまたはアオサギ」,ウェールズ

およびコーンウォルgaran(同)などのように。

この項の最後に日本語の「ツル」(turu)について私自身の見解を述べてみ

たい。万葉時代には「ツル」という語は用いられず,「タヅ」の方が一般的だ

ったことが知られている。さて,この場合にもまた朝鮮語のturumiとの関係

が早くから注意された。さらにトルコ語からはturnaを加えることができよ

う。またツングース語のturuyaも指摘されうるであろう。これから共通アル

タイ語的な語根叫ur・が措定されるとすれば,これはむしろ擬音語の性格が非

常に強いと言わねほならぬだろう。ここでまた上に見た印欧語の*ger-,*gr-が

大いに参考になる。しかし現代の意識にはそのようなことはほとんど反映して

いないであろう。ところで「ツル」と古語「タヅ」とはどのような関係にある

かはまだ判明していない。

d)今まで見たのは究極的に再構されるルート*ker-と*ger-との二種類だ

けであるが,この二つが実は印欧語圏で各種の鳥名のもっとも大きな供給源と

なっているのである。理由は簡単である。それらの音素の組合わせが現実の鳥の

鳴き声をあらわすのに最適だと原印欧民族の問で感じられたからにはかならな

い。そして多くの鳥の種類をあらわすために,印欧語の各語沢または個々の言

語で痍々な形態的改変が行われたこと,しかし他方ではそれらは音韻変化に対
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しては例外たりえず,結果的にはその擬音的起源の面影をほとんど残さなくな

ったものが数少なくないこと-こうしたことが以上について再言されよう。

さて,上掲の二種のルートは印欧諸言語間の音韻対応の法則に従って再構さ

れたものであるから,印欧比較言語学では学理的に別個の扱いをうけている。

しかし,そもそも再構形なるものは同系諸言語の記録上の最も古い段階を示す

話形から抽出せられ,さらにより古い段階を推測するための便宜的な共通項に

すぎないがために,決して絶対的な価値を有するものではありえない。しかも

今ここにおいては形態音韻論的な点(すなわち語頭音の有声と無声との区別)

および意味の点の双方を考慮するならば,両語根形は決してたがいに無縁のも
一く7

のとは考えられないばかりか,いわば二重語(doublet)的な対をなしていると

さえ思えるほどである。種々の語源辞典で現在別々の語彙項目として取扱われ

ているものの,こうした見地から一連のつながりを設定してもよいようなもの

が少なくない。もしこのようにして一群の語根形が一つの体系を形成すると見

られるような場合,「語根家族」(rootfamily)という名称を冠することができ

るのではないかと私は考えている。再横形相互の問にこのような関連性を見出

すことが今後の歴史的比較研究における一つの課題ではないかと思う。

さて,このように見ると,上掲の二つの語根*ker-と*ger-とに形態的,意

味的関係の比較的高いと判断されるものとして,次の三つを加えることができ

よう。すべて「叫ぶ」という意味が帰せられているものである。(イ)*kel-(>

古英h16wan「吠える」>現英low「牛などが鳴く」,ラテンClえm叡e「叫ぶ」,

ギリシアkal芭6「呼ぶ」など),回*ghel-(>古英gellan>現英yell「叫ぶ」,

ギリシアkhelid6n「ッ/ミメ」,kikhle「ツグミ」(<重複形の*ghigh1-)など),

H*gher-(>古英gierran「ひびく」,ラテンhirrire「哀泣する」,また拡張

された二次的なル～ト*ghred-からゲルマン短retan>古北欧grAta「うめく」,

別アプラウトのゲルマン短r6tjan>古英gretan「話しかける」>現英greet「あ

いさつする」など)。今まで述べたことをすべてまとめて図示すると次のごと
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猥孟宗rookravenheronshrikecrvご＼紗/etc'
ker-

語根のシステム

∴ge「-

11

*keトーー"…-*ghel----"一一*gher-

e)次にその他の主な鳥の名称について考察してみたい。

cormorarLt「ウ」(鵜)は古期フランス語のCOrmaran(現仏>cormoran)

からの借用であって,この後者は中世ラテンCOrVuSmarinus「海のカラス」

の転靴したもの。ポルトガル語のCOrVOmarinhoはその句をほぼ原形どおり

につたえている。COrVuSについては上述のとおりである。raVen,rOOkと同源

の語である。なお現英の語詞の末尾の-tは一種の「剰音」(excrescent)で,た

とえばpheasant「キジ」(雉子)(<古仏faisan)などと同じく,語源的には

何のいわれもない。

cuckoo「カッコウ」(郭公)については本論考の冒頭に記したこと以外に,

次のことを述べなくてはならない。まず13世紀頃の語形はCuCCu,発音は〔k血・

kku〕であったのが,中世の終り頃より近世初期(16世紀はじめ)にかけて起

きた大母音推移(既述)のために,/u/は非円唇化して!3/に,さらにその後

/A/に変った。その結果18世紀までの発音は〔kAku:〕が普通であった。ところ

がそれ以降は〔kdku:〕の音が優勢となったのである。この理由ははっきりして

いる。後者の方がその鳥の実際の鳴き声に近いと意識されたからである。音象

徴の作用が陰ながらも無視されえぬことを説いたデンマークの碩学,イェスペ
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ルセソも注目した現象である。より高い表現性を求める話し手たちの意図が正

常な音韻変化の過程とは逆行する一つの場合である。そしてこの同じ表現性へ

の力がまた別のところで作用したことを次に述べる必要がある。古期英語には

同じく「カッコウ」をあらわす語としてge豆Cがあった。文献以前では当然な

がら語頭のgは有声軟口蓋閉鎖音として発音されていたにちがいない。という

のはこの語は少なくとも擬音語として出発したからである。しかしながら,西

サクソン方言ではgは文献時代にすでに口蓋半母音!j/となっていた。中期英

語の発音geke〔j6:k∂〕(書きことばでは3eke)はそのことを示している。この

ようにして象徴音の性格はほとんど消失してしまった。これが別語cuccuの

登場をうながした次第である。今なお方言的に用いられるgowkは,消失しか

かった中英Sekeを特に音韻的に補強するために借用された古期北欧語のそれ

とは同系の語gaukrから発していると見てよい(なお,これと古サクソソg至も

古高独gouh(>現独gauch)などから再構される共通ゲルマン語形は*gaukaz

で,いうまでもなく擬音的起源)。

Curlew「ダイシャクシギ」(大尺鴫)の中期英語形はCurluまたはCOrluで

あって,古(=現)仏courlieuを借用したものである。これ自体は,その綴

り字からもわかるように,通俗語源解釈の結果である。COurre(=COurir「走

る」の古形)とlieu「場所」の組合わせ,すなわち「先走りの者,使者」と解

せられたのであろう。それ以前の形はCOurlisで,プロヴァンス方言correli,

イタリアChiurlo,スペインChorlitoなどと同様,その鳥の鳴き声を模したも

の。特に現代英語ではかっての舌の強い震動をともなう(trilled)〔r〕音が発音

体系から姿を消しているので,擬音性はさほど感じとれない。

finch「ヒワ(の類の小鳥)」の古英形fincに対する古高独丘ncho(>現独

五nk)から再構される西ゲルマソ語形は*丘nkjonである。他方,北ゲルマン語

形は語頭にSp・をもってあらわれる-スウェーデンSPink「スズメ」,ノルウ

ェー方言spikke「小鳥」などのように。この後者の話形の方がもとの印欧語を
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より忠実に継承しているように思われる。というのはギリシア語でこの鳥を意

味する語詞はSpiggos,Spinosとしてあらわれているからである(古典語に対

するゲルマン語の音韻法則の例外の一つとして,-Sp・の子音結合では/p/は

/f/に変化せず)。さらにギリシア語の動詞spiz6「ピーピーと鳴く」はこの鳥

名の由来を明らかに物語る。疑いもなく擬音的起源である。なお,ゲルマン語

とギリシア語の語詞を結ぶ再構形は一応*(S)pingo・が措定される。

goose「ガチョウ」(鷲鳥)-この古英g6Sに対する古プリジアg6S(ただ

しこの両言語ではn音が脱落した代りに母音が長くなった,いわゆる代償延長

(compensatorylengthening)が特徴),古高独gans(現独も同形),古北欧

gAsなどから得られる共通ゲルマン語形は短ans-。他方,サンスクリトharrlSA-b

(男性名詞),harpsi(女性名詞),ギリシアkh≦n,ラテン豆nser(<*hanser),

リトアニア毎sis,古スラグ*gasi(>現ロシアgus'。ただしスラグ語では有声

摩擦音/z/の代りに,ゲルマン語の影響をうけて/g/となる)などから措定さ

れるのが*ghans・で,ゲルマン語のそれを包括する,より一般的な印欧語のル
オス

ートである。これが擬音語であるのは明白である。なお,「ガチョウの雄」を

意味する古英ganraまたはgandra(>現英gander),中低独ganreから推

定される*ganzA-は上掲の*gans・の異形と考えられる。ここで〔-Z-〕>〔-r-〕

への変化はゲルマン語の古い段階でよく起きた「r音化」(rhotacism)の現象

(たとえば古英betera(>現英better)に対して,より古い段階を具現するゴ

ートbatizaなどの関係を参照のこと)。古英の後者の形gandraは二箇の連続

した歯茎音トnr・〕の間にやはり同器官的な〔d〕が剰音として挿入されたもの。

なおgannet「カツオドリ」の古英形ganot,およびこれに対する古高独ga-

nazzo「ガチョウの雄」などは*gans・のもう一つの異形*ganotonにもとずい

ている。

kite「トビ」(鳶)-この語の古英形Cタtaにほぼそのまま対応するのは,

鳥の名称に関するかぎり,ひとり中高独hze(>現独kauz)「フクロウ」の
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みである。しかし同じ語構成の他の語,中低独knten「しゃべる」,あるいは

別語幹による古英ciegan「呼ぶ」,古高独ktima「哀泣」,中高独kdme「悲し

んで」(この意味から「虚弱な」→「不完全な」を経て,現独kaum「捻とん

ど……ない」と変った)などによって,今問題の語の原義は明らかになるであ

ろう。すなわち,その鳥の(哀泣に似た)鳴き声が名称の由来なのである。こ

こでゲルマン語のルートは*kaujan「叫ぶ」,さらにこれから印欧語のそれは

*gou-または*gu-「叫ぶ」が措定される。ギリシアgoA6「悲しみ叫ぶ」,リト

アニアga屯sti「重苦しくひびく」,古スラグgovoriti「叫ぶ」(現代ロシア語で

は「話す」という意味に変化)などはすべて源を同じくする語である。

lark「ヒノくり」(雲雀)の古い形は三音節語の1云ferce,さらに古くは1盃WerCe

であって,対応形は古高独lerihha(>現独lerche),古北欧1記Virki(古英か

らの借用語といわれる),古サクソンlewerkaなどで,ゲルマン語共通の形は

*1aiw(a)rik6n。ここで接辞の*-ik-の部分は古高独belihha(>現独belche)

「オオバソ」(大鶴),Chranih,Chranuh(>現独kranich)「ツル」,あるいは

habuh(>現独habicht。ただし・tは剰音)「タカ」(鷹)などに見られるよう

に,鳥の名称を構成するときの要素である。残余の部分*laiw(a)r-,より古く

は*laiw(a)Z・はゲルマン語以外の諸言語の資料によってその意味を明らかに

する必要がある。従来は「ヒノミリ」をあらわす語はゲルマン語だけに限られて

いるとされていた(たとえば0且かのように)。しかし比餃方法の進歩はその

原義の解明を可能にした。すなわち,ここで音韻対応と意味変化の両面におけ

る最大限の可能性を考慮しつつ,きわめて有力で,妥当な傍証としてあげられ

るのはリトアニア16ti「吠える」,古スラグlajati(同),サソスクリトr左yati

(同),アルメニアlam「泣く」,ラテン1えmentum「嘆き」(<*1云-men-t-tlm)

など,あるいは重複を利用したギリシアlal芭6「しゃべる,さえずる」,ラテソ

lalia「しゃべること」などである。これらとあわせて結論されうるゲルマン語

の「ヒノミリ」の原義は,疑いもなく,その鳥の「さえずり」である。こうして
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再構される印欧語のルート呵丘・はれっきとした擬音語である。まさにlarkは

これを根源としているのである。

loon「アビ」(阿比)という語はかつて(17世紀頃まで)loomと綴られ,古

北欧ldmr(>現北欧話語lom,現アイスランドldmur「叫び声」)の借用で

あるとはどの語源辞典にも記載がある。しかしそれ以上の説明となると承服L

がたいものがある。たとえば,この鳥の陸上でのぶざまな歩き方はlami「び

っこの」(=古英lama>現英lame)姿にたとえられるので,そう名づけられ

た,とするがごとき(Skeatの語源辞典)。古期北欧語には別種の鳥の名称とし

てld(複数形は1¢r)があった。これは「チドリ」(千鳥)を意味したが,ldmr

も実はそれと共に,今Lがた上に見た擬音語ルート*1えー「叫ぶ」から発してい

るとするのは少しも不自然ではない。

mew「カモメ」(鴎)-この古英形m盃Wと直接同系の語は古サクソソ

meu,中低独mewe(→現独m6we)などで,そのもとの共通形は*maiwiz。

また他方,古北欧mAr(複数mAfar),古高独mehから再構されるルMトは

*maixwazで,この後者の方がより古風な(archaic)ことを示す(なお,カモ

メの一種をあらわす現英fulmarはへプリディーズ方言に残る古期北欧語から

借用されたもので,その意味はfdll「悪臭を発する」(=英foul)とこのmAr

との合成語である)。これに対する印欧語のルートは*mek-であって,山羊の

鳴き声をあらわすものとされる。サンスクリトmekA-「雄山羊」,アルメニア

makti「羊」,ギリシアmek色sthai「山羊が鳴く」,ラテソmiccire(同),中高

独meckaten,現独meckern「山羊が鳴く」,リトアこ,アmeken血(同)など

はそれに帰せられる。この語板はまた拡張素-k-をもたないで,鳴き声または

他の動物をあらわすのにも用いられることがある。サンスクリトmえyd・「羊の

鳴き声」,may血a「くじゃく」,ギリシアmimiz6「馬がいななく」などのよう

に。これらの傍証によって我々はmewがその特有の鳴き声を模した擬音語に

もとづいていると結論できるであろう。この鳥の鳴き声が猫のそれによく似て
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いるところから,その一種に対する呼び名が我が国で「ウミネコ」であること,

また猫の鳴き声をあらわす擬音語が周知のように英mew,miaow,独miau,仏

miaouなどであり,特にフランス語では「カモメ」のことを俗語でmiaulard

またはmiauleur「ネコのように鳴くもの」ということなど,上の結論に対する

積極的なデータである。

OWl「フクロウ」(最)の古英形缶leと対応するのは中低独白le(>現オラン

ダuil),古北欧ugla(<*uggwalaゲルマン語のWWはノルド語でggwと

変化),古高独tlwila(>中高独iule>現独eule)から設定されるゲルマン語

共通形は*uwwa16nであり,その鳥の鳴き声をあらわす。ところで,上掲の

ゲルマン話語と次の諸言語との種々な形は根源的に同系(urverwandt)である

と見るよりはむしろ,CuCkooの場合のように,各言語独自の擬音語的構成で

あると考える方が妥当かもしれない。すなわち平行的なものとして,ラテソ

ulula「フクロウ」(これから動詞ululえre「叫ぶ」),サンスクリトululi・ululd

「吠え声」,リトアニアuluti「吠える」,ギリシアhulA6,hulakt66「吠える」,

中アイルランドulach「叫び」などがあげられる。

pigeon「ハト」(鳩)は中期英語の時代に古仏pijon(>現仏pigeon)を借

入したもの。当時は一般に「ヒナのハト」を意味した。他方プロヴァンス方言

の形はまたスペインPich6n,イタリアpiccioneなどとして借用された。すべ

ては俗ラテンpipio-nemから発していることが立証される。その動詞形はpi-

pire「ピーピー鳴く」であって,明らかにヒナの鳴き声をあらわしている。と

ころが,その後の音韻変化のために擬音語的性質は稀薄になった。それととも

にこの語は「ハト」一般を意味する記号となったのである。印欧語のルート

*pip・をことさらに措定するまでもなく,諸言語はこの種のものにこと欠かな

い。たとえば,サンスクリトPippak云「鳥の一種」,ギリシアpippiz6「ピーピ

ー鳴く」,あるいは現英peepなどのように。さらに日本語からは鳥名の「ヒバ

リ」(hibari)と「ヒワ」(hiwa)をつけ加えることができるであろう。今では
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この両者に擬音的性質を感じとる人はほとんどないと思われる。しかし日本語

り音韻変化をたどってみると,その成り立ちは自ずと明らかになるであろう。

すなわち,現代/h/<奈良時代/f/<上代以前*/p!の変化にしたがうと,前者

は*pibari,より古くは*pipari,後者は*pifa,さらに古くは*pipaとして,

その正体は歴然となる。

さて,現代英語には野生および飼育されたハトをあらわす普通の語として上

述のpigeonのほかにdoveがある。これは主として雅語で,特殊なニュアソ

スをふくむ。ここで0Ⅹford語源辞典を参照してみよう。まず古期英語の形が

示されていない。しかし実は血fedappa「ペリカン」という合成語の前半がそ
ウムヲウト

れである。といっても,古代ではdtifeの部分がd誠anまたは(その変母音形)

dタfan「もぐる」(>現英dive)の意味に解せられていた可能性が高い(とすれ

ば明らかに通俗語源解釈)。たとえそうでなかったにしても,この場合血feは

「ハト」という意味ではなかったであろう。中英duve,douveがその意味をも

って文献に出現するまでは,おそらく長期間方言的な潜伏があったものと思わ

れる。他言語の対応形は古プリジアdtive,古サクソソduba,古北欧dufa,古

高独tuba(>現独taube),ゴートduboなどである。これらに対する共通ゲ

ルマン語形は*dtibonである。さて上の辞典が附記する言葉は"presumedto

beimitativeofthebird'snote"となっているけれども,このルートは音感か

らして按音的であるとするのは困難である。ゲルマン語内部だけでの考察はお

のずと限度がある。印欧諸言語間の音韻対応を主限に,あわせて語義の外延を

も比較考量しつつ,我々はその辞典の見解を検討する必要があるであろう。こ

のようにしてあげられる語はサンスクリトdh凸pa一「煙」,ギリシアtdphos「煙,

もや,雲」,古アイルランドdub「黒い」,古スラグd9bi「樫→樹木(一般)」

などである。一見無関係のように思われる,これらの語義のうちもっとも根源

的なのは何であろうか。それは古期アイルランド語の語詞のもつ意味であろ

う。古代スラグ語で「樫」はその黒ずんだ心材にちなんで名づけられたもので
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あり,「煙」や「雲」についてはもはや説明を要しない。ここにおいて措定され

る印欧語のルートは*dheubh-「黒ずんだ」である。かくてゲルマン語の*d諭on

はハトの黒っぽい色彩から由来していることが確かとなるのである。ラテン語

でハトを意味するCOlumbaも,ギリシア語のk61umbos「アビ」(水鳥の一種)

も実は黒ずんだ色をあらわすルート*ke1-を基礎にしてつくられた語である。.

なお,色彩名から出た動物の名称については別の機会に論じることにしたい。

quai1「ウズラ」(鶉)は中世に古仏quaille(>現仏caille)から借用された

もの。さらにこの源として8世紀のラテンquaCCulaと9世紀のそれquacqua-

raとの二つが指摘される。つまり前者はCailleの直接の源,そして後者は

courcaillet「うずらの鳴き声」という一種の混成語となっているのである。中

低独および中オランダquackele(>現オランダkwakkel)とイタリアquaglia

はガロ・ロマン語からの借用である。なお古高独wahtala,quahta】a(>現独

wachtel)もそれから借用された可能性があるが,擬音語として独自につくら

れたこともまた考えられる。たとえばサンスクリトk豆k豆la-「カラス」が印欧

語圏のはるか東方に見出されるように。この場合,あえてルート*k云k-の類を

措定する必要はないであろう。

rail「クイナ」(水鶏)は中世にノルマン仏語のrailleから借用された。古

仏raale(>現仏rale)のほかにアングロ・ノルマン形radleが示すように,

これは中オランダratelen,またヴァロン方言(ベルギー東南部)radeler「カ

タカタという音をたてる」から由来すると見るのがもっとも妥当であろう。と

いうのはこの動詞自体がその鳥特有の叩くような鳴き声をあらわすのに好都合

な擬音語だからである。なお,上記のratelenほ近世英語にも借入されて,

rattleとして通用している。プロヴァンス方言でこの鳥のことをrasclaという

のは動詞rasclar(=現仏racler)「擦り取る,引っかく」に由来するとBloch-

Wartburgの語源辞典には簡単に記されているけれども,その最大の特徴たる

鳴き声はそれでは否認されることになる。この鳥の命名はその鳴き声によらず
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してはほかに考えようがないからである。

starling「ムクドリ」(椋鳥)の古英形はStaerlingとしてあらわれるが,他

方この指小辞(diminutive)のついていない形staerに対応するのが中低独

star,古高独star(現独同形),古北欧stariで,これらからゲルマン語共通形

は*staraz。さらにラテソSturnuS「ムクドリ」(<*stornosまたは*stfnOS)

が対応する。この・n・語幹を有する形は古英stearn「ウミツ/ミメ」に再現して

いる。以上のすべてから印欧語のルート*storos,*stornosがえられる。この

音声結合はおそらくムクドリの大変騒々しい鳴き声を指すものであろう。ただ

しこれは擬音語そのものというよりは,「回転,擾乱」などを意味するルート

*tweト,*tur・と深い関係があるのではないかと考えられる。この語根に帰せ

られるものとして,ゲルマン語では強意のS-を語頭にたてた*sturmaz(>現

英storm,現独sturmなど),*sturjan(>現英stir)などのほか,-b-で拡張

されたギリシアtdrbe「騒ぎ,混乱」,ラテソturba(同)などがある。このよ

うなタイプを「準按音語」という名称で仮に呼んでおこうと思う。

SWan「白鳥」-古英swan,中高独swan(<古高独*swan),古北欧

svanrなどが帰せられるゲルマン語の島名*swanazはその白色にあらずして,

実は鳴き声から由来していることが次の諸言語の語詞から明らかになる。この

ことはSWanに対する通念(たとえば"….inmostspeciessnow・Whiteplum-

age"(COD.)を有するもの)からすれば,一見奇異な感じがしないでもな

い。また白鳥はその死にぎわに一声高く鳴くという伝説にちなんだのでないこ

とも確かである。とすれば鳴き声を通常発する,ある種類の白鳥がその命名の

もとになったとしか考えられない。上掲のゲルマン語のルートはサンスクリト

svAnati「鳴りひびく」,ラテンSOnare「音がする」,SOnuS「音」,そして再び

古英swin「歌,しらべ」(>動詞swinsian「歌う」)などにあらわれている共

通印欧語形*swen-,*swon・の一つの反映なのである。なお,ギリシアkdknos

「白鳥」(>ラテンCyCnuS,CygnuS)もまた別系統ながら擬音的起源の語であ
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る。

thruSh「ツグミ」(鵜)の古英形prysce(<*pruskjon)とは別にprostle(>

現英throstle「ウタツグミ」)があった。後者に対応するのは古サクソンthro・

Sla,古高独dr6scala(>現独drossel)があり,すべてを通じてゲルマン語の

祖形*Prau(d)sk-,-St-がたてられる。その他の語派または言語では種々の対

応形がみとめられる-ラテンturdus「ツグミ」,中アイルランドtruit,druit,

現アイルtruid,druid「ムクドリ」(<*trozdiう,ギリシアtrug6n「コキジバ

ト」,リトアニアStraZdas「ツグミ」,ロシアdrozd(同)などのように。印欧

語の語根彗rozdosは「ツグミ」を意味するものとして措定されるが,これだけ

では鳥名の由来を説明することにはならない。さらに原義を究明するために,

印欧諸語で種々の鳥の名称の源となっている,次のような/t/と/r/両音の重

複結合が大いに助けとなるであろう。サンスクトtittirA・「ヤマウズラ」,アル

メニアtatrak「コキジバト」,ギリシアt6trax「ホロホロチョウ」,リトアニア

tetervas「ライチョウ」,ロシアt6terev「ヤマドリ」など。この話形の基礎とな

っているのはルート*tet(e)r-で,実は擬音語構成である(日本語「ツル」な

どのルートとして措定された既述の*tuトを参照のこと)。したがって「ツグ

ミ」をあらわす語詞thrushは究極的に擬音語起源なのである。

〔参照文献はこのシリーズ最終回に記載〕


